
 

 

第４回(2022 年度)ふしの干潟いきもの募金の収支見込及び支援対象活動の案について 

 

１ 収入見込 

区分 金額（円） 

前期繰越 935,113 

募金活動、募金箱、寄附※ 150,000 

その他収入（受取利息） 10 

合計 1,085,123 

〇「募金活動、募金箱、寄附」及び「受取利息」の項目は、前年の金額を参考に計上 

〇あいおいニッセイ同和損害保険株式会社の寄附は、以下のとおり 

・2018年度から 2020年度までの 3年間：150万円／年 

・2021年度：10万円（毎年更新可否の手続） 

 

２ 支出見込                           単位：金額（円） 

区分 案の１ 案の２ 案の３ 

第４回ふしの干潟いきもの募金支援対象事

業 

1,050,000 900,000 750,000 

事務費（振込手数料、感謝状等） 10,000 10,000 10,000 

次期繰越 25,123 175,123 325,123 

合計 1,085,123 1,085,123 1,085,123 

案の１：要望額そのまま 案の２：要望額に対して 10万円 案の３：要望額に対して 5万円 

 

※贈与税の取り扱い 

 協議会は、「人格のない社団等」に該当し、法の規定が適用される。 

  → 寄付金が、公益を目的とする事業に使用される場合は非課税(相続税法第 12

条)。ただし、２年を超えて公益を目的とする事業の用に供しなかった場合、

贈与税については１人あたり基礎控除 110 万円の規定が適用され、基礎控除

を超えるものは、各規程にさかのぼり、課税対象となる。 

  → 2021 年度及び 2022 年度の募金等の収入見込＝約 30 万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 



 

３ 支援対象活動の案 

  下表のとおり、支援対象活動について応募があった。 

  募金委員会としては、配分額を案の３のとおりとし、下記４今後の方針（案）として

取り扱うこととしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の方針（案） 

  今後も同様の募金額が継続する場合、2017年度に取りまとめた「椹野川河口域・干潟

自然再生協議会の活動に関する評価及び提言書」において、自然再生協議会の活動とし

て継続されてきた以下の活動への助成に注力することとし、各委員の調査・研究への個

別の助成は当面休止する。 

・椹野川河口干潟再生活動（2005年～） 

・アサリ再生活動に係る被覆網の購入 

・カブトガニ幼生生息調査・観察会（2006年～） 

  また、ニュースレターは当面印刷せず、ホームページ等での電子での提供とする。 


